
  News Letter  　 
 2023年10月2回号　発行：常総生協広報G 

 ★被災地等を支援する  【 JOSOたす けあい基金】   は注文番号  5 0 0 2 5 3   1口500円にて毎週受け付けて  います。ご協力よろしくお願い致します。 
 ★  関東子ども健康調査支援基金【 寄付】   　注文番号：  5 0 0 2 5 2   　1口1000円～　にて毎週受け付けてい  ます。ご協力よろしくお願い致します。 
 ★  東海第二原発差止訴訟基金【 寄付】   　注文番号：  5 0 0 2 5 1   　1口500円にて毎週受け付けていますご協  力お願い致します。 
 ★  JOSO脱プラ基金  は注文番号：  5 0 0 2 5 4   　1口500円にて毎週受け付けていますご協力お願い致しま  す。 

 2022-23年度活動テーマ　「  つくると食べるでつながろう　～私たちの地産地消～  」 

 10⽉28⽇（⼟）10時〜14時30分 

 常総⽣協まつり開催 
 〜皆様のご来場を⼼待ちにしております〜 

  10⽉28⽇(⼟)開催の常総⽣協まつりに向けて､⽣協まつり実⾏委 
 員会を中⼼に準備を進めています。 
  今年度は20を超える⽣産者の皆様の出店に加え、豚モモ丸焼 
 き、お菓⼦屋さんなども復活︕（詳細はチラシ裏⾯をご参照くだ 
 さい）おとなも⼦どもも、⼀緒に楽しめる、スタンプラリーで豪 
 華商品ゲット、飲⾷スペースも設ける予定です。 
  ⽣産者の皆さんと組合員が直接交流できる機会です。 

 お友達と⼀緒に、家族と⼀緒に、 
 ⽣協まつりを楽しみましょう︕ 

 〇今週商品カタログログと⼀緒に⽣協まつりのチラシを配布して 
 います♪ 
 チラシの設置・ポスティング、お友だちに渡す分、ポスター掲⽰ 
 協⼒頂ける組合員さんがいらっしゃいましたら、お気軽に供給担 
 当へお申し出ください︕ 
 ※後⽇、⽣協まつり特設WEBページを開設予定です。開設しましたらSNS等で 
 配信してお知らせしていきます︕ 

 2023年10月の予定 

 〇生協基幹運営/地域活動・催し●  〇提携・協同・連帯企画● 

 〇「常総っ子応援団」ゴンタで遊ぼうin流星台プレイパーク 
 ※毎週木曜日に外遊び活動をしています！ 

 ・10/7（土）守谷会場懇談会＠常総生協本部 
 ・10/14（土）清水農園援農交流会 
 ・10/18（水）生協まつり実行委員会 
 ・10/21（土)平和の集い「歴史を学ぼうー未来のために」講座 
 ・10/25（水）定例理事会＆生協まつり実行委員会 
 ・10/28（土）生協まつり 

 ・10/4（水）東海第二原発差止訴訟原告団世話人会 
 ・10/1（日）守谷市商工会まつり 
 ・10/6（金）生協NW21専務交流会 
 ・10/12（木）コープ共済監査 
 ・10/28（土）～29（日）光風台まつり 



 ＊組合員さんへのお願い＊  お友達の紹介をご協⼒おねがいします︕          

 現在（2023年9⽉20⽇時点）の新規加⼊組合員数は⽬標450名のところ115名です。昨年9⽉末時点で 
 33名の紹介加⼊がありましたが、今年度の紹介者数は15名と前年⽐46％の進捗状況です。 

 ⽣協の⼈員体制は採⽤が上⼿く 
 進まず、他の部署の数⼈が供給 
 業務と兼任している状況です。 
 体調不良者や、有給消化等で代 
 ⾛体制がほぼ毎週あるような状 
 況で、なかなか常総⽣協の良さ 
 をお伝えしていく営業部⾨の体 
 制がとれていないのが現状で 
 す。 

 〇供給⾼アップ＆⽣協の未来の 
 ためにも新しい仲間が必要で 
 す。 
 年間の供給⾼の2％が新規加⼊ 
 組合員の利⽤供給⾼です。それ 
 以上に増やすには広報⼒も必要ですが、組合員の皆さんの⼝コミや、紹介の⼒が必要です。 
 組合員さんの紹介ご協⼒お願い致します︕                   （専務理事 伊藤） 

 9/18（祝）「ワタシノミライ集会＠代々⽊公園」にて 
 東海第⼆原発運転差し⽌め訴訟原告団が登壇しました 

 2011年の福島原発事故以降、毎年⾏われてきた「さようなら原発集会」は今 
 年、3団体（①ワタシノミライ②フライデーズ・フォー・フューチャー東京③ 
 さようなら原発1000万⼈アクション）が共催。“再エネ100％と公正な社会を 
 ⽬指して”とテーマをひろげ、様々な団体が「脱原発」「気候変動対策の強 
 化」「環境保護」「ジェンダー平等」などを訴えました。出展のテント数も 
 倍増で、ビーガン料理の屋台が並ぶなど参加しやすい雰囲気が作られ、若者 
 もたくさん︕主催者発表ではのべ8,000⼈がイベント・パレードに参加したそ 
 うです。 
 「東海第⼆原発運転差し⽌め訴訟原告団」は、常総⽣協が事務局を担い、原 
 告・賛同⼈として⽀えてくださっている組合員も多数いらっしゃいます。今 
 回ミニステージで原告団世話⼈の相楽衛さんがスピーチ。2021年3⽉の⽔⼾ 
 地裁⼀審「勝訴」判決から2年 

 を経て、東京⾼裁での第⼆審が今年7⽉に始まった報告 
 や、現地東海村の「村議会」では今、推進派の「商⼯会 
 議所」などから「再稼働のために早く避難計画を作れ」 
 という請願が出され、私たち反対派との攻防が繰り広げ 
 られている現状が伝えられました。⼭⽥村⻑は推進派の 
 動きに乗じて、9/13の村議会で「避難計画は年内策定の 
 ⽅針」と表明。「実効性ある事」を軽視して計画の加速 
 を促すような態度は許せません。地元住⺠団体は10⽉に 
 も東海村をはじめとする6市村に働きかけをするとのこと 
 でした。再稼働阻⽌するには裁判だけでなく住⺠運動と 
 の連携が⼤事︕当事者である⾸都圏の皆さんの応援をお 
 願いしました。常総⽣協からは、清⽔農園の清⽔さん、 
 佐藤副理事⻑が壇上で⽣協ののぼりと「東海第２原発を 
 廃炉に︕再稼働はみとめない︕」の横断幕をもってア 
 ピール。組合員で原告団共同代表の⼤⽯さんはデモパ 
 レードにかけつけてくれました。 
 （報告  東海第⼆差⽌訴訟事務局 ⽊本） 
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 今週配布の10⽉2回カタログ 2ページに柿の葉すし等を掲載中の⽣産者「吉野コスモス会 うぃる⼯房」 
 さんから組合員さんへのメッセージが届きました︕ 

 9⽉から新登場︕NPO法⼈ 吉野コスモス会  (奈良県・⼤淀町）  さんからのメッセージ 

 吉野コスモス会は、障がいの有無や種類に関係なく、誰もが働 
 きがいのある仕事を持つ権利があると信じています。この信念 
 はSDGｓの⽬標である「ディーセントワーク（  働きがいのある⼈ 
 間らしい仕事  ）」の概念とも⼀致しています。しかし、現実には 
 障がいある⼈たちが安定した収⼊を得たり、社会で認められた 
 仕事に就くことは難しいことが少なくありません。 

 私たちは、障がいある⼈たちがそれぞれの能⼒を最⼤ 
 限に活かせる職場環境を整え、皆が喜んで働き、⾃信 
 を持ち、社会貢献できる仕事を創出するために⽇々努 
 ⼒しています。この使命を達成するためには、企業や 
 消費者のみなさんとの連携が不可⽋です。私たちは、 
 単なる「障がい者⽀援事業所」ではなく、「企業と提 
 携した⽣産者」として、商品の提供やサービスを通じ 
 て社会に貢献し、障がいのある⼈々の夢を実現するお 
 ⼿伝いをしています。 

 皆様のご協⼒とご⽀援に感謝し、これからも共に前進 
 していきたいと考えていますので、どうかよろしくお 
 願い申し上げます。  (吉野コスモス会 うぃる⼯房  永仮） 

 組合員と⽣産者と職員のひろば 

 ■「鮮⿂セット」待ってました︕ 
 まるとも島⾹さんの鮮⿂の再開、とっても待っ 
 ていました。いつも新鮮で楽しみにしていま 
 す。（柏市・Uさん） 
   ・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 ありがとうございます。  次回は10⽉3回で企画  し 
 ます。 
 ところで今年は、陸だけでなく海も気候変動に晒 
 されています。海⽔温の上昇や海流の蛇⾏で「毎 
 年揚がる⿂」が不漁です。例えば北海道の今期の 
 秋鮭は9/20現在で前年同⽉⽐47％減。⿂だけでな 
 く昆布の出荷量も17％減という報道です。 
 そんな中でも、丸友しまかの島⾹さんはその時獲 
 れた⿂で楽しい⾷卓を囲んでいただきたく、毎朝 
 港の市場を歩き回って良い⿂を捜しています。 
 やっと、少し秋めいてきました。旬の⿂で秋を感 
 じて頂ければと思います。（⽔産担当横関） 

 ■ぶどう（⾼尾）がバラバラでした 
 ぶどう（⾼尾）が届きましたが、実が房からほと 
 んど取れて袋の中にバラバラになっていました。 
 枝も枯れた状態でした。実もいたみはじめの味︖ 
 （⽢ずっぱい）のもありました。（取⼿市・Iさ 
 ん） 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 ⼤変申し訳ございません。産地の⼭形県・おき 
 たま興農舎から、今年の産地の様⼦なども含め 
 てお⼿紙頂きました。（農産担当柿崎） 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 いつもお世話になっております。またこの度は 
 ⼤変申し訳ございませんでした。 
 ⾼尾ですが、味は良いのですが脱粒しやすい品 
 種です。更に今年はここおきたま地域も⾼温が 
 続き、⾬も降らず⽔不⾜になっており、どの品 
 種でも脱粒や茎が枯れたようになる状況が多発 
 しています。 
 ⽣産者も今年は特に吟味したものを箱詰めして 
 ますが、早もぎするわけにもいかず特に難しい 
 です。こうした栽培の難しさがあるため、⼤勢 
 の⼈が⾼尾の栽培をやめる理由のひとつになっ 
 ています。 
 来年も恐らく異常気象かと思います。ただ、房 
 から落ちても味は良い品種なので、来年に向け 
 ては2㎏の房ではなく粒のパックなども提案で 
 きればと思います。なんとか、味の良い品種を 
 無くさない様に今後も努⼒していきたいと思い 
 ます。（⼭形おきたま興農舎・中川） 
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 巷で⼈気の供給職員 阿部の担当者ニュースです。リクエストにお応えして掲載します♪ 
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